
令和８年度 第 1 回篠原中学校学校運営協議会 会議録(要点記録) 

 

１ 開 催 日 時  令和８年５月８日(金) 13 時 30 分から 15 時 30 分まで 

２ 開 催 場 所  篠原中学校 多目的室 

３ 出 席 委 員  鈴木 幹夫、太田 一夫、河合 洋子、津田 順子、鈴木 好治、鈴木 登志雄、 

横井 詠子、大瀧 健太、榊原 美和 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ オブザーバー  小笠原 正幸（篠原協働センター長） 

６ 学 校  沖田 暁（校長）、太田 陽三（教頭）、鈴木 一輝（生徒指導主事・ＣＳ担当教員）、 

村松 佳寿子（ＣＳディレクター） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 村松 佳寿子 

 

９ 副会長の指名 

 鈴木幹夫会長から、横井委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

 

10 議長の選出 

 司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、鈴木幹夫会長が、本日の議長を務める事を申し

出、全員異議なくこれを承認した。 

 

11 協 議 事 項 

① 令和８年度学校経営方針、いじめ防止等基本方針、夢育やらまいか事業について 

（１） 令和８年度学校経営方針 

（２） いじめ防止等のための基本的な方針について 

（３） 夢育やらまいか事業意見書 

② 学校運営協議会の自己目標の決定と今後の方向性について 

（４） 学校協議会の自己目標の決定 

（５） 学校運営協議会の今後の取り組みの重点 

 

12 会 議 記 録 

司会の鈴木一輝から、委員総数 9 人全員の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している旨の

報告があった。 

委員に学校の様子を知ってもらうため、各クラスの様子を自由参観。その後、多目的室に戻って協議。 

議長の指示により、校長から、資料に基づき（１）学校経営方針について説明があった。次に生徒指導主事

から、スライドを使用して（２）いじめ防止等のための基本的な方針について、教頭から、資料に基づき（３）

夢育やらまいか事業意見書について説明があった。 

続いて、ＣＳ担当教員から、資料に基づき（４）学校協議会の自己目標の決定について、最後に鈴木幹夫会

長から、（５）学校運営協議会の今後の取り組みの重点について説明があった。 

その後、３グループに分かれて協議。委員からは以下の発言があった。 

 

 

 



① 令和８年度学校経営方針、いじめ防止等基本方針、夢育やらまいか事業について 

【A グループ：鈴木幹夫会長、津田委員、横井委員】 

・縦割り活動や生徒にゆだねる授業でグループ活動を行い、教員が生徒に伴走するのはすごく良い取り組みだ

と思った。 

【B グループ：太田委員、鈴木登志雄委員、大瀧委員】 

・縦割り活動が、他の学校と比べて充実していると感じる。リーダーの育成や人間関係を築くうえで重要な事

なので、さらに充実していければよい。競い合うことで、それぞれの場所で主体的に動けるようになると思う。 

【C グループ：河合委員、鈴木好治委員、榊原委員】 

・いじめ防止について、アンケートや面談などでうまく言えない生徒もいると思う。『わた学』を上手く利用し

て、担任の教員の負担にならない範囲で生徒と担任のコミュニケーションがとれたら良いと思う。 

 

協議の結果、（１）令和８年度学校経営方針について、全員異議なくこれを承認した。 

 

② 学校運営協議会の自己目標の決定と今後の方向性について 

【A グループ】 

・行事や学校運営協議会の時だけでなく、いろいろな場面で生徒の様子を見たいので、今こんなことをしてい

るとさくら連絡網を活用して教えてもらえると良い。 

・夏休みの１時間程でも良いので学校中の他の教員と話して、教員の本音を聞いてみたい。教員の困りごとや

悩みなどを聞いて、コミュニティスクールで手助けできればと思う。学校支援コーディネーターから、家庭科

支援や面接練習等の依頼がさくら連絡網で入るが、それ以外の時でも学校とうまく連携出来たりアイデアを出

したり出来たら良い。 

【B グループ】 

・篠原小学校では卒業生が 10 名ほど学校に来て話を聞く機会がある。地域のことを知る良い機会だと思うの

で、このような機会を中学校でも出来たらと思う。この学校運営協議会も、篠原小学校と意見交換する機会が

あると、新しいヒントが得られるのではないか。 

【C グループ】 

・月に一度、『放課後にコミュニティスクールが来ます』とさくら連絡網で案内して、運営協議会メンバーが

決まった時間に一時間ほど待機し、教員や保護者、生徒が地域の方々と相談する機会を設けるのはどうか。他

にも宿題をみてあげるなど教員がいなくてもできる事が出来たらと思う。 

 

議長からは、年間計画が決まっている中で今回の意見を実現するためにどうしたら良いか、学校側から教え

てもらえれば委員も動ける。今年度が難しければ来年度以降にできればと思うので、学校もご検討いただきた

いといった旨の発言があった。 

 

その他報告事項等 

・オブザーバーの小笠原センター長からご挨拶いただいた。 

・司会から、別紙の自己評価表について説明、次回会議は、11 月９日（月）13 時 30 分から篠原中学校多目的

室で開催する旨の報告があった。 


